
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
も
っ

と
も
日
系
企
業
の
進
出
数
が

多
い
タ
イ
王
国
（
以
下
、
タ
イ
）。
そ

の
数
は
、
統
計
に
よ
っ
て
も
大
き
く

異
な
る
が
、一
三
五
〇
社
程
度
と
も
、

七
〇
〇
〇
社
近
く
と
も
言
わ
れ
る
。

　

昨
年
の
バ
ン
コ
ク
北
方
の
洪
水
は

記
憶
に
新
し
い
が
、
報
道
な
ど
で
あ

ら
た
め
て
日
系
企
業
の
多
さ
を
知
っ

た
方
も
い
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し

ろ
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
も
っ

と
も
日
系
企
業
に
近
い
国
と
い
え
る

タ
イ
に
つ
い
て
、
今
号
か
ら
二
回
に

わ
た
っ
て
取
り
上
げ
る
。
前
編
は
自

動
車
産
業
を
中
心
に
、
日
系
企
業
が

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
沸
く
都
市
や

産
業
の
現
況
を
見
て
い
き
た
い
。

東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
日
本
村

駐
在
環
境
は
整
っ
て
い
る

　

タ
イ
を
理
解
す
る
に
は
、
い
か
に

日
本
人
が
多
い
か
を
ま
ず
知
っ
て
お

く
べ
き
だ
ろ
う
。
外
務
省
の
「
海
外

在
留
邦
人
数
調
査
統
計
（
平
成
二
三

年
一
〇
月
一
日
現
在
）」
に
よ
れ
ば
、

日
本
人
（
永
住
者
＋
長
期
滞
在
者
）

の
も
っ
と
も
多
い
国
は
、
東
南
ア
ジ

ア
地
域
で
は
タ
イ
（
約
五
万
人
）
が

二
位
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
約
二
・
六

万
人
）
に
大
差
を
つ
け
て
の
ト
ッ
プ

で
あ
る
。
ま
た
、
都
市
別
で
も
、
バ

ン
コ
ク
は
東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
日
本

人
滞
留
地
で
あ
り
、
そ
の
数
は
出
張

者
を
入
れ
る
と
、
五
万
人
を
超
え
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
タ
イ
に
は
日
本
人
学

校
は
二
校
あ
る
が
、バ
ン
コ
ク
の「
泰

日
協
会
学
校
」
は
世
界
最
大
の
日
本

人
学
校
で
、
生
徒
数
は
小
学
校
約
二

二
〇
〇
人
、
中
学
校
約
六
〇
〇
人
で

あ
る
。
バ
ン
コ
ク
は
人
口
八
三
〇
万

人
の
巨
大
都
市
だ
が
、
日
本
人
は
比

較
的
行
動
範
囲
が
決
ま
っ
て
い
る
た

め
、
オ
フ
ィ
ス
街
や
飲
食
街
、
住
宅

街
そ
れ
ぞ
れ
の
日
本
人
エ
リ
ア
で
す

れ
違
う
人
は
日
本
人
ば
か
り
、
聞
こ

え
て
く
る
の
は
日
本
語
ば
か
り
と
い

う
こ
と
も
多
い
。
こ
れ
だ
け
日
本
人

が
い
る
と
、
日
本
人
向
け
の
ビ
ジ
ネ

ス
も
成
り
立
ち
や
す
い
。

　

日
本
食
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
毎
日
一

軒
の
ペ
ー
ス
で
開
店
し
て
お
り
、
居

酒
屋
、
ラ
ー
メ
ン
、
定
食
、
牛
丼
、

カ
レ
ー
な
ど
の
日
系
大
手
チ
ェ
ー
ン

も
出
店
し
て
い
る
。
日
々
の
買
い
物

は
、
同
じ
く
日
系
大
手
チ
ェ
ー
ン
や

地
場
の
日
本
食
材
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
が
軒
を
連
ね
て
い
る
の

で
、
ほ
と
ん
ど
事
足
り
て
し
ま
う
。

た
と
え
ば
、
流
通
大
手
の
イ
オ
ン
が

展
開
す
る
都
市
型
の
小
型
ス
ー
パ
ー

「
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
」｢

マ
ッ
ク
ス

バ
リ
ュ
・
タ
ン
ジ
ャ
イ｣

は
昨
年
夏

に
新
た
に
一
店
舗
を
加
え
、
す
で
に

市
内
で
一
一
店
舗
と
な
っ
て
い
る
。

　

美
容
院
、
病
院
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

業
も
同
様
だ
。
消
費
者
向
け
だ
け
で

イオン系列のスーパーマーケット 
「Maxvalu Tanjai （マックスバリュ・タンジャイ）」

「泰日協会学校」（バンコク日本人学校）
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な
く
、
企
業
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
も
、

日
系
の
、
あ
る
い
は
日
本
人
の
い
る

旅
行
代
理
店
、
会
計
事
務
所
、
銀
行

な
ど
な
ん
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

日
本
と
ま
っ
た
く
同
じ
と
は
言
わ
な

い
が
、
こ
こ
ま
で
揃
う
と
、
海
外
駐

在
で
苦
労
し
て
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

は
な
い
。
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
や
優
れ

た
人
材
な
ど
進
出
先
と
し
て
の
タ
イ

の
魅
力
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
や
は

り
「
日
本
村
化
」
し
た
駐
在
環
境
が

大
き
な
要
素
の
一
つ
だ
ろ
う
。
こ
れ

か
ら
初
め
て
海
外
に
進
出
し
よ
う
と

い
う
企
業
に
と
っ
て
、
右
も
左
も
、

言
葉
も
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
不
安

は
大
き
く
低
減
さ
れ
る
か
ら
だ
。

　

人
口
六
四
〇
八
万
人
を
抱
え
る
タ

イ
は
、
行
政
区
分
で
は
七
六
の
県
と

バ
ン
コ
ク
首
都
府
で
成
り
立
っ
て
い

る
。行
政
区
分
の
基
本
単
位
は
市（
ま

た
は
村
）
だ
が
、
そ
の
周
囲
を
含
め

た
郡
と
い
う
単
位
が
あ
り
、
経
済
的

な
集
合
体
と
し
て
（
行
政
区
分
で
は

な
い
が
）
都
市
圏
が
形
成
さ
れ
て
い

る
。
新
興
国
の
例
に
も
れ
ず
、
タ
イ

も
都
市
化
が
進
ん
で
お
り
、
人
口
の

多
く
は
バ
ン
コ
ク
都
市
圏
に
集
中
。

そ
の
数
一
二
〇
〇
万
人
、
実
に
五
分

の
一
は
バ
ン
コ
ク
都
市
圏
に
住
ん
で

い
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
大
き
な
都

市
圏
は
チ
ェ
ン
マ
イ
（
九
七
万
人
）

で
、
以
下
、
ハ
ジ
ャ
イ　
（
九
〇
万

人
）、
ナ
コ
ン
ラ
チ
ャ
ー
シ
ー
マ（
五

〇
万
人
）
と
続
き
、
こ
こ
ま
で
が
五

〇
万
人
都
市
で
あ
る
（
図
１
）。

　

こ
れ
ほ
ど
バ
ン
コ
ク
の
集
積
度
が

上
が
る
と
、
経
済
が
集
中
し
、
そ
れ

を
求
め
て
さ
ら
に
人
が
集
ま
る
。
人

が
集
ま
れ
ば
、
大
学
な
ど
の
教
育
機

関
も
多
く
立
地
す
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
人
口
集
積
が
高
ま
る
と
い
う

サ
イ
ク
ル
が
続
く
。
日
系
企
業
の
進

出
も
、
最
近
で
は
製
造
業
以
外
の
サ

ー
ビ
ス
業
や
飲
食
業
、
小
売
業
や
Ｉ

Ｔ
関
連
な
ど
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
多
く

進
出
し
て
き
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
バ
ン

コ
ク
に
集
中
し
て
い
る
。

タ
イ
の
経
済
発
展
を

牽
引
す
る
自
動
車
産
業

　

前
回
取
り
上
げ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

が
こ
こ
数
年
で
急
成
長
を
始
め
た
の

に
対
し
、
タ
イ
へ
の
日
系
企
業
の
進

出
は
歴
史
が
長
い
。
し
か
し
、
中
心

と
な
っ
て
い
る
自
動
車
、
二
輪
、
電

機
と
い
っ
た
業
種
が
タ
イ
を
世
界
へ

の
供
給
基
地
と
位
置
づ
け
、
大
幅
な

生
産
能
力
増
強
に
走
り
始
め
た
こ
の

一
〇
年
間
の
成
長
は
す
さ
ま
じ
い
も

チェンマイ

ハジャイ 人口50万人
以上の都市

北部 東北部

中部

東部

南部

日本人学校

ナコンラチャーシーマ

バンコク

タイ王国の概要
●国土 51万4000平方キロメートル 
 ※日本の約1.4倍。フランスとほぼ同じ。
 　南北に1600km国土が広がる。
●人口 約6408万人 ※世界20位
●公用語 タイ語
  ※人種構成はタイ族が75%、華人14%
  　だが、混血や交流が進んでいて、華人
  　もタイ語を話すことが多い。
●名目GDP 345.65億USドル
   （2011年、世界31位）
    ※2012年（予測）の経済成長率は5.49%
   1人当たり名目GDP＝5,394ドル
   （世界91位、アジア10位）

●通貨 タイ・バーツ（THB） ※1THB＝2.57JPY
 （2012年10月5日現在）
●主な産業 農業、製造業
   （コンピューター部品、自動車、自動車部品、
   エレクトロニクス）
●日系企業 およそ3000社
   ※統計によりかなり差がある。バンコク日本
   　人商工会議所会員数は約1330社
●在留邦人 約5万人 
   ※日本人学校＝中学校２校、小学校２校
●日本からの直接投資 1589億6800万（THB）
    ※前年比58.5％増加

タイ王国

図1■タイ全体MAP
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さいかわ てつじ 1969年生まれ。95年JMAC入社。生産コンサルタントとして、国内外100社を超える企業の生産性向上、
コストダウン、サプライチェーン改革などの支援を手がける。06年より戦略コンサルタントとして、事業再編・再生、中期戦略
構築の支援を行なうほか、アジア化支援センターでは東南アジアを主に担当。11年よりシンガポール支店長兼務。

の
が
あ
る
。
政
権
が
ら
み
の
デ
モ
が

起
き
た
り
、
昨
年
は
洪
水
に
よ
り
大

き
な
被
害
が
出
る
な
ど
、
必
ず
し
も

カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
は
小
さ
く
な
い

の
だ
が
、
他
国
と
比
べ
る
と
、
日
本

企
業
に
と
っ
て
操
業
し
や
す
い
環
境

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
で
の
成
功

パ
タ
ー
ン
で
あ
る
、
工
業
化
先
行
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
丸
ご
と
呼
び
込

み
、
日
系
工
業
団
地
、
レ
ン
タ
ル
工

場
の
充
実
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
・

施
策
が
整
っ
て
い
る
点
も
魅
力
だ
。

　

い
ま
、
バ
ン
コ
ク
周
辺
か
ら
南
東

の
チ
ョ
ン
ブ
リ
ー
県
に
か
け
た
一
帯

は
、
大
自
動
車
製
造
地
帯
と
し
て
多

く
の
工
業
団
地
が
数
珠
つ
な
ぎ
に
立

地
し
て
い
る
。
チ
ョ
ン
ブ
リ
ー
県
の

シ
ラ
チ
ャ
ー
市
に
は
、
急
増
す
る
日

本
人
に
対
応
す
る
た
め
、
も
う
一
つ

の
日
本
人
学
校
が
あ
る
ほ
ど
だ
。

　

こ
う
し
た
日
系
企
業
の
進
出
お
よ

び
経
済
発
展
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る

の
は
、
間
違
い
な
く
自
動
車
産
業
で

あ
り
、
そ
の
特
徴
は
、
深
い
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
に
あ
る
。
組
立
工
場
を

頂
点
に
、
そ
の
下
に
一
次
、
二
次

…
…
と
部
品
工
場
が
連
な
り
、
工
作

機
械
や
金
型
メ
ー
カ
ー
の
工
場
が
続

く
。
そ
の
立
地
を
見
れ
ば
、
見
事
に

自
動
車
製
造
工
場
に
帯
同
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
だ
ろ
う
（
図
２
）。

　

古
く
は
バ
ン
コ
ク
か
ら
北
西
の
ア

ユ
タ
ヤ
に
か
け
て
自
動
車
地
帯
だ
っ

た
が
、
こ
こ
一
〇
年
の
間
に
組
立
メ

ー
カ
ー
は
第
二
、第
三
工
場
と
、次
々

と
投
資
を
拡
大
し
、
そ
の
立
地
は
南

東
に
拡
が
っ
た
。
そ
し
て
、
部
品
メ

ー
カ
ー
も
第
二
、
第
三
工
場
と
増
設

が
相
次
い
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
生
産

能
力
は
一
〇
年
間
で
四
倍
に
伸
び
て

お
り
（
図
３
）、
昨
年
は
洪
水
の
影

響
で
減
少
し
た
も
の
の
、
今
年
は
二

〇
〇
万
台
を
突
破
し
、
二
一
〇
万
台

に
達
す
る
見
通
し
だ
。
そ
し
て
、
こ

れ
こ
そ
が
タ
イ
の
特
徴
な
の
だ
が
、

そ
の
九
五
％
は
日
本
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
占
め
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
の
二
一
〇
万
台
と
は
ど

の
程
度
の
数
字
な
の
か
。
世
界
各
国

の
自
動
車
生
産
能
力
の
ラ
ン
キ
ン
グ

を
見
る
と
、
一
〇
年
時
点
で
タ
イ
は

一
二
位
。
ア
ジ
ア
で
も
、
タ
イ
の
上

に
は
中
国
（
一
八
二
六
万
台
）、
日

本
（
九
六
三
万
台
）、
韓
国
（
四
二

七
万
台
）、
イ
ン
ド
（
三
五
六
万
台
）

が
並
び
、
タ
イ
の
生
産
能
力
は
韓
国

の
半
分
程
度
で
し
か
な
い
。し
か
し
、

ト
ヨ
タ
を
は
じ
め
三
菱
、
い
す
ゞ
、

ス
ズ
キ
の
各
メ
ー
カ
ー
は
、
す
で
に

タ
イ
へ
の
追
加
投
資
を
表
明
し
て
お

り
、
こ
れ
が
実
行
さ
れ
る
と
、
タ
イ

の
生
産
能
力
は
、
一
五
年
に
は
三
一

四
万
台
に
達
す
る
見
込
み
だ
。

東
南
ア
ジ
ア
の
自
動
車
製
造

セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
可
能
性

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
組
立
工
場
の

話
で
、
こ
れ
だ
け
の
完
成
車
を
生
産

す
る
に
は
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
部
品

が
必
要
で
あ
る
。
部
品
メ
ー
カ
ー
も

同
様
の
ピ
ッ
チ
で
増
産
、
新
規
投
資

を
続
け
て
い
る
。
な
か
に
は
、
投
資

が
続
か
な
か
っ
た
り
、
人
材
育
成
が

追
い
つ
か
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
理

由
で
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
増
産
計

画
に
対
応
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
出
て

き
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
自
動
車
産

業
に
身
を
お
く
日
系
メ
ー
カ
ー
に
と

ラヨン

アユタヤ

1社

パトゥムタニ

バンコク

コンブリ

サムットプラカーン

チャチェンサオ

1社 39社

1社
232社

7社 158社

3社

チョンブリー

55社

7社
41社

3社 3社

図2■タイの主な自動車組立工場と
 自動車部品生産地域

自動車部品生産地域
自動車組立工場

日系企業の進出が急増しているシラチャーの街並み
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っ
て
、
市
場
開
拓
の
大
き
な
機
会
が

ま
だ
ま
だ
続
く
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
成
長
を
続
け
る
タ
イ

の
自
動
車
産
業
に
も
、
こ
こ
に
き
て

い
く
つ
か
の
懸
念
が
出
て
き
て
い
る
。

①
中
小
企
業
の
対
応
と
価
格

　

自
動
車
産
業
の
す
そ
野
が
広
い
こ

と
は
前
述
の
と
お
り
だ
が
、
二
次
、

三
次
の
部
品
メ
ー
カ
ー
に
は
中
小
企

業
も
多
い
。
増
産
に
次
ぐ
増
産
で
息

切
れ
を
起
こ
す
メ
ー
カ
ー
も
出
て
き

た
。
そ
し
て
、
過
酷
な
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
が
こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
。

　

現
在
、
タ
イ
の
ほ
と
ん
ど
の
自
動

車
部
品
メ
ー
カ
ー
は
利
益
こ
そ
出
し

て
い
る
も
の
の
、
毎
年
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
要
求
へ
の
対
応
は
日
本
と
変
わ

る
こ
と
が
な
い
。
た
と
え
ば
、
日
本

に
工
場
を
も
つ
部
品
メ
ー
カ
ー
が
タ

イ
へ
進
出
し
、
日
本
と
同
様
の
部
品

を
納
め
た
と
す
る
と
、
そ
の
取
引
価

格
は
日
本
の
価
格
か
ら
七
掛
（
三
〇

％
減
）か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
タ
イ
の
人
件
費
は
日

本
と
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
低
い
が
、

製
造
業
の
皆
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
自
社

の
原
価
構
造
を
想
像
し
て
み
て
ほ
し

い
。人
件
費
比
率
は
何
％
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
タ
イ
に
進
出
し
て
自
然
に

下
が
る
コ
ス
ト
以
上
に
、
現
地
で
の

さ
ら
に
安
価
な
外
注
の
活
用
や
原
材

料
の
見
直
し
が
、
常
に
求
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
要
望
に

対
応
す
る
努
力
と
と
も
に
、
増
産
計

画
へ
の
対
応
も
必
要
だ
。
こ
れ
は
、

基
礎
体
力
の
な
い
中
小
部
品
メ
ー
カ

ー
に
と
っ
て
は
（
う
れ
し
い
悲
鳴
か

も
し
れ
な
い
が
）
大
き
な
関
門
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

②
人
材
育
成

　

タ
イ
に
進
出
し
て
長
い
年
月
が
経

っ
た
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
多
く
の

業
務
を
ロ
ー
カ
ル
化
（
現
地
の
従
業

員
に
任
せ
る
）
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
ま
だ
個
別
に
判
断
が
で
き

る
従
業
員
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

品
質
監
査
な
ど
で
は
日
本
以
上
に
厳

格
な
基
準
を
定
め
、
基
準
か
ら
少
し

で
も
外
れ
れ
ば
、
是
正
要
求
が
出
る

仕
組
み
だ
と
い
う
。
自
社
の
品
質
を

向
上
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
今
度
は
自

社
の
従
業
員
の
レ
ベ
ル
を
早
急
に
引

き
上
げ
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
の
品

質
要
望
に
対
応
で
き
ず
、
取
引
を
失

っ
た
企
業
も
あ
る
。

③
人
手
不
足
と
人
件
費
ア
ッ
プ

　

バ
ン
コ
ク
の
消
費
者
市
場
は
、
後

編
で
詳
し
く
取
り
上
げ
る
が
、
決
し

て
安
く
は
な
い
日
本
食
や
各
種
の
製

品
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
る
点
に

注
目
し
た
い
。
経
済
が
発
展
し
、
消

費
意
欲
の
高
い
消
費
者
が
多
い
た

め
、
収
入
ア
ッ
プ
に
対
す
る
期
待
、

要
望
は
大
き
い
。イ
ン
フ
レ
も
進
み
、

年
率
で
一
〇
％
以
上
の
賃
金
ア
ッ
プ

が
起
こ
っ
て
い
る
。
工
場
の
労
働
者

た
ち
は
、
携
帯
電
話
な
ど
を
駆
使
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
、
工
場
の
賃

金
や
手
当
な
ど
の
金
額
を
常
に
比
較

し
、
同
じ
工
業
団
地
内
で
、
皮
肉
に

も
日
系
企
業
同
士
が
賃
金
ア
ッ
プ
競

争
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

そ
し
て
、
大
学
進
学
率
の
ア
ッ
プ

や
サ
ー
ビ
ス
業
の
進
出
も
相
ま
っ

て
、
若
者
の
間
で
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
志
向
が
出
て
き
た
。
い
ま
多
く
の

工
場
で
は
、
増
産
対
応
の
た
め
に
人

を
募
集
し
て
も
な
か
な
か
希
望
通
り

の
人
数
が
確
保
で
き
ず
、
タ
イ
周
辺

の
ラ
オ
ス
な
ど
か
ら
外
国
人
労
働
者

を
連
れ
て
く
る
ケ
ー
ス
も
当
た
り
前

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

タ
イ
に
は
現
在
、
日
本
で
高
度
成

長
を
体
験
し
た
シ
ニ
ア
世
代
も
多
く

駐
在
し
、
彼
ら
は
皆
、
こ
の
国
で
再

び
、
か
つ
て
と
同
じ
感
覚
を
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
成
長
の
過

程
で
は
様
々
な
課
題
も
出
て
き
て
い

る
が
、
筆
者
は
、
あ
る
中
小
企
業
の

方
の
言
葉
が
心
に
残
っ
て
い
る
。

　
「
こ
こ
に
は
、
日
本
が
な
く
し
た

大
き
な
成
長
機
会
が
あ
る
」
│
│
壁

に
ぶ
つ
か
っ
て
も
果
敢
に
挑
戦
し
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
れ
ば
、
新
た
な
未

来
が
待
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
希
望
が

ま
だ
こ
の
国
に
は
多
く
あ
る
。
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図3■タイの自動車産業の成長 生産 販売 輸出

2011年
 生 産  1,457,795台 -11％
 国内販売  795,250台 -0.6％
 輸 出  735,627台 -18％
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